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はじめに－その１ 
 今年の２月頃に、十和田地域農業改良普及センターが主催する堆肥共進会に審査員として招
かれた。審査員は他に畜産の普及員１名と畑作園芸が専門の農協職員３名である。この共進会
で１人の農協職員が、ロータリーかスクープで作られたと思われるサラサラ堆肥を前に「この手の
堆肥はＥＣが高いからな～、発芽不良が起こるんだよ」と渋い顔。 
 ＥＣって何だ？ 

 
はじめに－その２ 
 ＥＣとは、electricconductivityの略で、電気伝導度又は導電率と訳される。単位はＳ／ｍやμＳ
／cm（距離当たりのジーメンス）で表し、電気伝導（conductance＝Ｇ）は電気抵抗（Ｅ）の逆数でＥ
＝１／Ｇが成り立つ。一般的には金属のような固体は電気抵抗で、液体は電気伝導で電気の伝
わりやすさ、伝わりにくさを数値化する。液体のＥＣは含有する電解質が多いほど高くなり、電荷を
持たない物質が含まれていても高くはならない。つまり、塩水のＥＣは高いが砂糖水では高くない
（実際には電離度が０ではないので真水よりは高くなる）。以前はＥＣの単位としてモーが使われ、
冗談のような話だが、mho（オーム＝ohmを反対から書いたもの）やΩ（Ωの逆さま）と表記された。
 ところで、こんなこと知っていても堆肥のＥＣと発芽不良との関係が全然分からないので、以下に
青森畜試で得られた家畜ふん尿とＥＣに関する知見を紹介する。 

 
１．家畜ふん尿の肥料成分含有率 
 当場が青森県内の畜産農家等の堆肥及び牛尿の分析を行った結果を表１に示した。堆肥の成
分にバラツキが大きいことは既存のデータからも知られていることであるが、牛尿についても同様
であることが分かる。 

表1 青森県内の家畜ふん堆肥及び牛尿の成分組成（現物中）

 水 分(％) 窒 素(％) リン酸(％) カ リ(％)

堆 
 

肥

牛 最大～最小値 
平均値

83.5～38.8
68.9

1.3～0.3 
0.6

4.3～0.2 
0.8

2.1～0.0 
0.7

豚 最大～最小値 
平均値

69.9～17.4
35.6

4.3～0.3 
2.4

7.5～0.9 
4.7

4.1～0.4 
2.2

鶏 最大～最小値 
平均値

60.7～17.3
32.9

3.8～0.6 
1.9

7.8～1.4 
4.2

3.1～0.7 
1.9

牛 尿 最大～最小値 
平均値

 0.791～0.006
0.235

0.029～0.000
0.006

0.672～0.014 
0.310

分析点数：牛ふん堆肥が143点、豚ふん堆肥が25点、鶏ふん堆肥が23点、牛尿が29点
牛尿には堆肥舎排汁を含む。



 
２．家畜ふん尿の肥料成分推定法 
 青森畜試では、牛、豚、鶏の堆肥及び牛尿の肥料成分含有率を、ＥＣの測定値から推定できる
推定式を作成した。この推定式はやや煩雑であることから、ここでは推定値を早見表にして表２に
示した。 
 堆肥のＥＣは、現物堆肥１ｇに対して純水５mlを加え30分間振とうした懸濁液を測定した値、牛尿
は直接測定した値である。 

 
３．家畜ふん尿の肥効率 
 家畜ふん尿処理物中成分の肥効率は表３のとおり示される。①～④は農水省草地試験場が各
種成績や資料から推定した値であり、⑤及び６は当場が施用試験を行って得た値である。⑤は密
閉縦型発酵装置の豚ふん堆肥をサイレージ用トウモロコシに、⑥は曝気処理などを行わない堆肥
舎排汁を牧草に施用した場合の値である。 
 ③と⑤は同じ豚ふん堆肥でありながら肥効率が大きく違っている。これには堆肥化中や施用後
の無機化率や作物の吸肥力、生育期間など様々な要因が関係している。 
 また、⑤と⑥の値は施用当年の肥効率であり（①～④も同様と思われる）、翌年以降も残留した
肥料成分が徐々に作物に吸肥されることとなる。つまり、堆肥を連年施用した場合、地下水への
溶脱や脱窒等で失われる以外の肥料成分の肥効率は限りなく100％に近づくことになる。 

表2 ＥＣによる家畜ふん堆肥等現物中の肥料成分含有率推定値

表3 家畜ふん尿処理物及び牛尿中成分の肥効率

 Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ

①牛ふん堆肥 30％ 60％ 90％

②液状牛ふん尿 55 60 95 

③豚ふん堆肥 50 60 90 

④乾燥鶏ふん 70 70 90 



 
４．家畜ふん尿の化学肥料代替量 
 前述の肥料成分推定値と肥効率から、化学肥料代替量の推定値を算出できる。ＥＣの測定値か
ら推定される化学肥料代替量の早見表を表４に示した。 
 この化学肥料代替量推定値は、表２の肥料成分推定値と、表３の①③④及び⑥の肥効率とを掛
け合わせた数値であり、例えば密閉縦型発酵装置で作った豚ふん堆肥をサイレージ用トウモロコ
シに施用する場合は窒素の肥効率を80％として計算し直さなければならない。本表の数値はあく
まで目安として捉えて欲しい。 

 
まとめ 
 冒頭の「ＥＣって何だ？」の解答は「肥料成分」。と言い切ってしまうのはやや乱暴とも思われる
が、ＥＣの高い堆肥は肥料成分含有率が高く、化学肥料代替量も多いのは確かである。 
 ＥＣの高い堆肥は化学肥料代替量が多いのだから化学肥料を減肥するのは当然であり、堆肥を
施用しないときと同量の化学肥料では生育障害が起こるのも当然といえる。耕種農家からは発芽
不良の他にも「堆肥を使うと作物が焼ける」とか「実が大きくなりすぎる」などの声を聞くことがある
が、化学肥料の施用量はどうだろうか。 
 アドバイザー諸氏にあっては、耕種農家に対して施肥の指導を行う機会は少ないものと思われ
るが、近くの耕種普及員には是非とも情報提供していただきたい。 

⑤豚ふん堆肥 80 ？ ？

⑥牛  尿 70 － 95 

注１） 化学肥料の肥効を100％とした場合の肥効率

２） 「？」は分析を行っていないために不明。「－」は元々の含有率が低いために肥効は無視できるもの。

表4 ＥＣによる家畜ふん堆肥等現物１ｔ（１m3）中の化学肥料代替量推定値


